３　小鴨城の没落
吉川元春、鳥取城　　　明くる天正１０年正月、元春はなお雄途EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おさ),抑)えがたく、因幡を回復しようと欲し、１７日安芸を
奪回に向う　　　　　発し２５日、出雲の富田につき、２月上旬、伯耆八橋にいたり、元盛・景盛を先鋒として、木下

吉川元長小鴨岩倉　　民部・山崎・村越・蓑部・笠塚等のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こも),籠)る大崎城を攻め下し、進んで鳥取城下にまで至った。小鴨城を攻略　　　　　　岩倉城もこの年５月、元長に攻められ、岩倉城内の１２勇士尾崎三郎四郎・北村甚九郎・横田彦

四郎・杉森善右衛・戸倉彦五郎・成相嘉助・舟原弥三郎・北村又次郎・日野甚五郎・石川又三郎・高柴弥五郎・安部助太郎同心結束して大宮の神社に起請文をささげ、防戦したが、吉川勢の鉄炮・火矢によって城中火を発して落城し、元清は近臣のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いさ),諫)めにより、自害を思いとどまって城を脱し羽衣石に走り、５００年の名城はついに滅亡した。近年発見された岩倉の１３重石塔、広瀬の７
小鴨神社に起請文　　～１３重石塔の下半部など、この小鴨氏全盛時代を想起させるに足る雄健な作である。また大宮
残る　　　　　　　　の小鴨神社には上の１２勇士の血盟起請文の扁板が残っていて、思わず襟を正させる。

　　　　　　　　　　　尾高城の杉原は、弟景盛の秀吉方へ心を転じ兄元盛を暗殺したことにより毛利に征伐されて自害するの非運によって滅亡し、南条元続の西伯耆香原山進出合戦、また秀吉の高松城攻落など、京芸和睦後の天正１３（１５８５）年まで余EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じん),燼)戦は続いた。そして天正１５（１５８７）年の秀吉の九州征伐、天正７年秀吉の命による亀井玆矩の領内検地、文祿元年の朝鮮の役へと世はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うつ),遷)る。

